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We are planning to develop information infrastructures for disaster management. As an example of those infras-
tructures,we develop a geographic information resource to assist digital volunteers who try to develop systems for　
disaster management. This system makes it possible to convert gps information and location name extracted from
social media posts into administrative district information. In the final year of this session, we will evaluate the
performance of the geographic information resource. Specifically, we verify how much improvement in performance
can be obtained by applying the resource to the analysis we have performed in the past. Finally, we discuss the
limits of the goals initially presented by this session and the efforts that will be needed in the future.

1. はじめに

本近未来チャレンジセッション「異種協調型災害情報支援シ
ステム実現に向けた基盤技術の構築」は，無事最終年度を迎え
ることができた．本セッションは，東日本大地震の直後に，図
1のように災害時にも使える災害支援システム開発を支援する
ための情報基盤を構築することを目的に立ち上げられた．「災
害支援システムの開発を支援する」ことを目的としたのは，以
下のような理由からである．まず，「救援活動に必要な情報や
機能などは，どこかに必ず存在している」ことを前提として，
それらの情報をつなげるための技術が必要になると考えた．ま
た，災害が発生した際にどのような情報が必要になるかを予
測することは極めて困難であることに着目した．例えば，東日
本大地震ではガソリンの不足が大きな問題となった．熊本地震
では，損壊した建物に対するリスクアセスメントが重要となっ
た．つまり，あらかじめ災害時に必要な情報を予測して平時か
らシステムを開発するのではなく，災害が発生し，必要な情報
が明らかになった時点で迅速にシステムを開発できることが実
用的であり，望ましい状況であると考えられる．そのために，
「災害支援システム開発を支援する情報基盤の構築」を本セッ
ションの目的とした次第である．
一方，著者は 5年間の本セッションの取り組みにおいて，一

貫して Twitter から位置に紐付いた情報を抽出することを試
みてきた．その中で，ユーザが自由かつ安価に活用できる地理
情報処理に関する基盤が十分に整備されていないことに着目
し，地理情報リソースの整備およびそのリソースを用いて地理
情報アプリケーションの開発を行った．
そこで最終年度にあたる本年は，本セッションを通じてどの

程度の成果が得られたかの検証を行う．具体的には，2年目に
行った東日本大地震データに関する Twitter データからの地
理情報抽出という問題設定に対して，本セッションを通じて整
備した地理情報基盤を適用し，どの程度有用な情報が抽出でき
るかの評価を行う．最後に本セッションで掲げた目標の限界と
今後必要となるべき取り組みについて議論を行う．
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図 1: 異種協調型災害情報支援システム実現に向けた情報基盤

表 1: 異常値スコア上位 5都道府県 (3月 11日 15時)

順位 都道府県名 Orate

1 宮城 154.34

2 岩手 62.20

3 群馬 14.52

4 沖縄 14.28

5 長野 13.11

2. これまでの取り組み

本節では，著者の本セッションにおける取り組みについて述
べる．

1年目においては，地域ごとのツイート数の推移から，被災
程度が大きい地域を推定する課題に取り組んだ [榊剛 13]．具
体的には，プロフィールから判定したユーザの居住地情報（都
道府県単位，市町村単位）を用いて，各投稿を各地域に紐付け
て，地域ごと投稿数の時系列データを得た．そのデータに対
し，異常検知の手法を適用し，極端に投稿数が減少した地域を
被災地域として判定した．表 2.のように一定程度の精度で被
災地を推定することができたが，判定粒度として，都道府県単
位や市町村単位では大きすぎるという問題点が浮き彫りとな
り，結果として実用的な手法とはなり得なかった．

2 年目は 1 年目の反省点から，ツイートデータに含まれる
可能性がある 3 つの位置情報（GPS 情報，ツイート内地名，
ユーザの居住地情報）すべてを用いて，各投稿で言及されてい
る位置情報を推定を行った [榊剛 14]．実際にはGPS情報はほ
とんど付与されていないため，主として用いたのはツイート
内地名，ユーザの居住地情報である．ここでは特に，ツイート
内地名を「粒度は細かいが，確度の低い位置情報」，ユーザの
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表 2: 発信場所が推定できたツイートの例
まみたすのお家も海の近くだから心配 (; ; )石巻悪いで有名になりすぎだぁ
再度。宮城県石巻市蛇田字西境谷地の川沿い、三菱自動車跡地後ろの二階だて住宅に取り残されています。
二階まで浸水しそうです。子供が 2人いるため屋根に登ることもできません。救助要請おねがいします。
大船渡のおともだち連絡つかないよどうしよづｙｓ
茨城大学、筑波大学、茨城県立医療大学ともに後期日程の学力検査は行わないことになりました。
当初は延期が考えられていたようですが、この状況での実施は困難とのことです。

図 2: 位置情報を入力とした周辺施設検索システム

居住地情報を「粒度は粗いが，確度の高い位置情報」と捉え，
その双方を組み合わせて，より詳細な位置情報を高い確度で推
定することを試みた．具体的には，ツイート内地名を抽出した
後，その地名の所在地とユーザ居住地が一致している場合に，
ツイート内地名の確度が高いツイートとして抽出した．表 2の
ように，確かに被災者からのものと思われる情報を抽出するこ
とができた．一方，ツイート内地名を抽出するための地名辞書
の規模が小さかったため，十分な量の情報を抽出することが叶
わなった．
そこで，3年目，4年目は，地理情報リソースの整備およびそ

の有用性を示すためのアプリケーション開発を行った [榊剛 15,

榊剛 16]．まずは地理情報リソースとして，Web 上に散在し
ている地名と緯度経度情報が紐付けられた情報を集約・整理
し，地理情報リソースとして本セッションのサイトで公開し
た ∗1．また，地理情報処理（GIS）サーバを構築するための手
順とデータについても同時に公開した．そして，それらの地理
情報リソースと GISサーバを利用して，下記のような地理情
報アプリケーションを開発した．

• 周辺施設検索システム
現在の位置情報から，周囲の避難施設，教育施設，公園，
医療機関を検索・可視化するシステム（図 2）．

• 過去ツイート検索システム
位置情報と期間を指定して，収集したジオタグ付き過去
ツイートを検索・可視化するシステム．

• リアルタイムツイート検索/集計システム
位置を指定して，その周辺の位置情報が付与されたツイー
トをリアルタイムに検索・可視化するシステム．

これらのシステムを開発し，整備した地理情報リソースに
実用性があることを検証した．特に「周辺施設検索システム」
には,全国のコンビニ情報，観光地情報も追加し，学会参加者
が周囲のコンビニ・観光地を探せるようなシステムとした．

∗1 https://sites.google.com/site/crepchidri/resources

3. 地理情報リソースの震災データへの適用

本節では，過去に行った分析方法と類似のアプローチについ
て，本地理情報リソースを適用し，どの程度性能が向上したか
を検証する．手法自体は大きく変えず，手掛かりとして用いる
地名辞書を大規模化するため，精度はそのままでカバー率が向
上することが期待される．

3.1 分析手法
本稿では，本セッションの 2年目に行った研究と類似のアプ

ローチを適用する．すなわち，ツイート内地名を「粒度は細か
いが，確度の低い位置情報」，ユーザの居住地情報を「粒度は
粗いが，確度の高い位置情報」と捉え，その双方を組み合わせ
て，特定の地域に関連した投稿を選択的に抽出するアプローチ
である．
ここでは、特に特定の地域を入力として，その地域から投稿

されたと思われる投稿を抽出することを目指す．手順は下記の
通り．

1. 特定地域ユーザリストの作成　
あらかじめデータセット内のユーザの居住地を推定して
おいた上で，特定の地域が居住地と推定されたユーザを
集めて特定地域ユーザリストを作成する．ユーザの居住地
推定は，Twitterユーザプロフィールを手掛かりとする．
具体的には Twitter ユーザプロフィールの「Location」
に記載内容に地理情報リソースの地名が含まれていた場
合に，その地名が含まれる地域（区市町村単位）をユー
ザの居住地とする．

2. 特定地域関連ツイート候補の抽出
１．で得られたユーザリストに含まれるユーザが投稿した
ツイートを，特定地域関連ツイート候補として抽出する．

3. 特定地域関連ツイートの抽出
２．で得られたツイート群について、地名辞書を用いて
ツイート内に含まれる地名を抽出する．抽出された地名
が入力された特定地域が含まれる場合に，当該ツイート
を特定地域関連ツイートとして抽出する．地名辞書とし
ては，整備した地理情報リソース（以下，地理情報リソー
ス）と以前の研究で用いた都道府県名と全国の区市町村
名のみが含まれる地名辞書（以下，単純地名辞書）の２
つを用いる．

上記の手順により，特定地域に強く関連したツイートが収集
できると想定される．

3.2 データセット
本研究では，過去の研究で用いた東日本大地震前後の日本

語ツイートデータセットを用いる．収集手順は，以下の通り．

1. 予め日本語ツイートを投稿するユーザリストを作成
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2. 1.のリストのユーザが震災前後に投稿したツイートを収集

使用したデータセットの詳細は以下の通り．

• ユーザリストに含まれるユーザ数：130万ユーザ

• ツイート数：356,118,522ツイート

• 収集期間：2011年 3月 7日～3月 24日

なお，このように位置情報を推定する研究は今までも数多
く行われてきた [Hecht 11, Backstrom 10, Ji 09, Lin 04]．
また，推定した位置情報を用いて，局所的なイベントを検

出する手法が提案されてきた [Lee 11a, Walther 13, Lee 11b,

Li 12]．
本研究がそれらと異なる点は，位置情報の手掛かりについ

て，情報確度によって扱いを変えつつ，確度の違う情報を組み
あわせて活用している点である．

3.3 評価実験
本研究で採用した分析手法を用いて，5つの地域を特定地域

として選定し，それぞれから得られるツイート集合について適
合率と再現率の評価を行う．ここでの正解とは，「人が投稿を
読んで，確かに特定の地域から発信されていると判断できるも
の」とする．5つの地域はそれぞれ，被害の大きかった地域と
して「石巻」「大船渡」，中程度の被害だった地域として「つく
ば」，原子力発電所事故が発生した場所として「双葉郡」，被
害の少なかった地域として「本郷（文京区）」を 選定した．
各地域毎に 200 件のツイートに対して地理情報推定を行っ

た．結果は表 3 の通りである．5 つの全ての地域において地
名が推定できた割合が向上している．これより，大きくはない
が，整備した地理情報リソースによる地名抽出のカバー率の向
上を確認することができた．
また，抽出された詳細情報を見ると，２つの辞書で共に地名

が抽出されている場合でも，地理情報リソースを用いた方がよ
り詳細な位置情報を抽出できている．例えば， 「中里小学校
に避難してた方もまだたくさんいるようですが、二階があるお
うちの方は戻ってる人もいるようです。」というツイートから
は，単純地名辞書では「中里」という地名が抽出されるだけだ
が，地理情報リソースを用いた場合は「中里小学校」という具
体的な小学校が抽出されている．実際の災害支援においては，
このような位置情報の粒度の違いが情報の重要度に大きな差を
生むことが想定される．そのような意味で，地理情報リソース
は単純なカバー率の向上以上の効果があると考えられる．

4. おわりに

昨年度までの成果により，整備した地理情報リソースが通
常のシステム開発に活用可能であり，かつ災害支援に活用可能
なシステムが構築できることを示していた．本稿では，本セッ
ションの中で取り組まれてきた分析アプローチに対して，地理
情報リソースを適用することで，既存のアプローチのカバー率
を向上させられることを確認した．これにより，本セッション
を通して整備したリソースにより，各種技術の性能向上を図る
ことが期待される．
本稿の成果に限らず，本セッションを通じて整備した地理情

報リソースの貢献をまとめると下記のようになる．

• 多数の地名・施設名・ランドマーク名を含めた地理情報
リソースを整備することで，ツイートからより詳細な位
置情報をより多く抽出することができる．

• 既存の GIS サービス（各種地図 API サービス）と同等
の機能を独立したサーバ単体で実現できることで，シス
テムの大規模化・高速化が容易に図れる．

• 災害に限らず，地理情報を活用するための様々なシステ
ムについて，必要な機能を容易に実装することができる．

本セッションが当初掲げた「異種協調型災害情報支援システ
ム実現に向けた基盤技術の構築」について，全部を達成するこ
とはできなかった．しかし，地理情報に関する基盤データの整
備という観点において一定の役割を果たせたと考えている．
他方，ただ基盤データを整備しただけでは多くの限界があ

る事も判明している．整備した基盤データの認知度を高めて，
より多くの人に基盤データの価値を伝えると共に，それを用い
て実際に災害支援に役立つ情報の発信やシステムの開発を継
続していく必要がある．例えば，IT×災害や [ITx災 16]，災
害 IT支援ネットワーク [災害 16]，情報支援レスキュー隊 IT

Dart[情報 16]，減災 Info[gen 16] などの取り組みのように多
数の人を巻きこんで大きな社会的な動きを作っていかなけれ
ば，いかに優れた基盤技術・基盤データを整備したとしても一
過性の取り組みとして終わってしまうと考えられる．
本セッションは今年度で終わりであるが，本セッションに関

わった人々の多くがこの取り組みを踏まえ，情報技術を災害支
援に活かすための地道で継続的な社会的活動に取り組んでいく
ようになれば，それが本セッションの一番の成果となり得るの
ではないだろうか？
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